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論文内容要旨
 【要旨翌
 嫌気性代謝閾値(anaerobicthreshold,AT)は運動時に活動筋から血中に出現する乳酸と関
 連し,運動耐容能の指標である。ランプ負荷法は運動強度を直線的に増加させ,AT決定に有利
 であるが,負荷量の定量化が困難なことからトレッドミルによるランプ負荷,呼気ガス分析での
 AT決定には問題点も多い。
 この研究の目的は,トレッドミルによるランプ負荷試験を試み,その有用性と呼気ガス分析か
 ら求めたVAT(V-slope法から求めたVAT1,換気当量およびガス交換比(R)から求めた
 VAT2)と血中乳酸濃度(La)より求めた乳酸性閾値(LT)を比較し,小児のVAT決定を検討
 し,同時に,小児のVATの基準値を作成することである。
 ζ対象】
 川崎病既往者8例,Fontan型術後7例,ファロー四徴術後6例など計25例(年令:7～21
 歳,男/女=23/2)である。冠動脈狭窄病変を認めない川崎病既往者など122例では年齢別(5
 ～10,11～15,16～26),男女別に6群に分け基準値を検討した。
 K方法】
 トレッドミルによるランプ負荷は安静(rest),3分間のウオーミングアップに続き,30秒毎
 に0.5または0,7METS(VO2,3.5ml/kg/min=1MET)漸増の自覚的最大(peak)まで負荷し
 た。呼気ガス分析は,一呼吸毎に連続的に行ない,VO,を含む換気諸量は30秒間の移動平均し
 たものを採用した。観血的に行なった25例では,橈骨動脈にAngiocathを留置し,1分毎に採
 血しLaを測定した。尚,VATlはV-slope法により,VAT2は,CO2換気当量が上昇せずに
 O、換気当量が上昇する点,Rの上昇を開始(または上昇が急になる点)としVO、で表わした。
 LTはしaが上昇を開始する点を含む前後の4点による2本の回帰直線の交点から求めた。基準
 値作成の対照122例では0.7METS漸増ランプ負荷によりVATをVAT1とVAT2を併用で決定
 した。
 【結果函
 耐久時間は平均9.0～10.9分で5～10歳の群で性差はなく,11～15歳,16～24歳の群で有意
 に男児が長く,また男児16～24歳の群が最も長かった。VO、増加の直線性は,耐久時間の平均
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 60～81%で,負荷時間とVO、の相関係数は平均0.984～0.992と良好であった。VATは平均
 2.5～3.4分で出現し,全例VO・が直線的に増加する期間にあった。
 LT,VAT1およびVAT2の決定率は,各々25例中24例(96%),22例(88%)および25例
 (100%)であった。
 体重当たりのVAT1としTは相関係数r=0.87(p=0.0001),VAT2としTは相関係数r=0.91
 (p=0.0001)と高く,LTはPeakVO2と有意に相関した(r-0.75,p=0.0001)。
 ATの判定法による決定値の差が4.0(m1/kg/min)を越える例がLTとVATi,VAT1と
 VAT2の比較では1例(4%),LTとVAT1の比較では3例(13%)に見られた。
 VAT2の判定者による決定値の差は25例中13例で検討し,差が4.0(ml/kg/min)を越える
 例が2例(15%)に見られた。
 対照122例6群の検討ではRest-VO、は男女とも5～10歳の群では他の年長児の群に比較し
 て有意に高く,VATは,男:VAT(m1/kg/min)=29.6-0.15x(FO.55,p-0.0001),女:
 VAT(m1/kg/min)=29.3-0.18x(r=0.44,p<0.002)(x=体重)の回帰直線を得た。男女と
 も体重当たりで補正すると,体重が増加するに従って有意に低下し,また男児の方が高い傾向に
 あった。PeakVO2とVATの関係は,相関係数r=0.63と高くなく個人差が大きいことが示唆さ
 れた。
 ζ考案翌
 30秒毎漸増のプロトコールによりしTは96%に決定され,VATと良く相関し,VATがLTと
 密接に関連することが示された。また観血法を施行した25例全例にVAT2を決定でき,対照
 122例ではV-slope法を併用し90%に決定可能で,今回の負荷法はVAT決定に有用であった。
 低年齢群で運動中の換気諸量の揺れが大きな例,Rの緩慢な上昇を示す例や屈曲点が二.っ以上み
 られる例はVAT決定困難であり,1)検査に対する不慣れ,2)プロトコールの負荷強度が不
 適当で,不必要に長い負荷時間を要した,3)死腔量/1回換気量比が運動により改善すること,
 などがその要因と考えられ,VATの決定にはVAT2に加えてVEの変化の要因のないV-slope
 法の併用が望ましい。
 VATは症例に合った負荷プロトコールを選択することでその決定率あげ,決定値の差を小さ
 くすることが可能であり,LTと比較的良く一致することは,臨床的な評価手段と成る可能性が
 ある。
 体重当たりのrestVO・,VATおよびPeakVO2は体重と有意な負の相関を示し,また性差も
 示された。特にrestVO,で相関が高く,安静時に既に成人と異なり,小児の身体活動能力を,
 VATの絶対値からだけの評価は不適当であり,小児の特性を考慮し評価すべきである。
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 審査結果の要旨
 本研究では協力の得難い小児の先天性心疾患17例および対照8例においてトレッドミルを用
 いたランプ負荷法を施行し,嫌気性代謝閾値を検討したものである。多数症例を用いた総合的な
 研究で学位論文に値すると考えられる。
 なお,予備審査において指摘された以下の項目について改善がみられた。たとえば,1)論文
 の構成,方法の項における詳細な説明(各検査の方法,統計処理など),略語に対しての初出の
 際の説明などについて改善がみられた。論旨を明瞭にすることの指摘があった。これに対し,ト
 レッドミルを用いるランプ負荷法によって,乳酸性閾値,換気性代謝閾値,酸素摂取量を求め,
 それらの比較による嫌気性代謝閾値の測定は小児の先天性心疾患の病態を考える上で有用な方法
 であること,その問題点として測定者および決定方法により決定値に差がみられること,また成
 長により差がみられることが指摘され,今後本方法の応用について有用な示唆が与えられる論文
 として書き改められた。
 以上より医学博士としての学位論文に値するものと認めます。
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